
４ フォトオリエンテーリング(ＰＯＬ） 

 自然の家周辺を撮影した写真を見て、その写真が地図上のどこから撮った 

ものなのかを推理しながら歩き、グループで得点を競います。 

・一斉にスタートできるので、一定の時間内で実施できます。大人数や 

 複数の団体でも可能です。 

・制限時間の目安は 60 分間です。 

・写真は全部で 18 枚あります。文化財の乙宝寺三重塔や猿塚の写真も 

 含まれています。それらを探して見学しながら歩きます。 

 

 普段と違った視点でものを見る目が養われます。今まで見過ごしていたこ 

とに気付くこともできるでしょう。グループで相談しながら行うので、力を 

合わせて活動する大切さに気付くことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォトオリエンテーリング 

 マップとフォトカード 

 

時 期 
通年（降雪時不

可） 
所要時間 説明を含めて１時間半～２時間 活動 自然の家周辺 

対 象 小学生以上  人 数  １グループ３人～５人程度   30 グループ程度まで 

 

準備物 

 

 

 

 

 

 

 

自然の家で貸し出すもの 団体・個人で準備するもの 

 □ ﾌｫﾄｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞﾏｯﾌﾟ 

 □  ﾌｫﾄｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞﾁｪｯｸｶｰﾄﾞ 

 □ フォトカード          多目的 

 □  記録用のバインダー       ホール 

 □  ビブス             用具室２ 

 □  看板「この先進めません」見本 

 □  解答 

 □  賞状 

 □ 各グループに時計１個 

 □ 各グループに鉛筆２～３本 

 □ 雨具 ※天候に応じて 

 □ 賞状記入用のペン 

     

      

 

 

活動の手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 

前 

準 

備 

 

１ 引率者の役割分担 

  ・説明者 ・監視  ・巡視 ・救護 ・計時 ・採点 ・表彰 等 

２ グループ編成 

     グループで役割分担をしてもよい。・班長 ・記録係 ・時計係  ・地図係等 

３ 用具の準備 

活

動 

の 

実 

際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 競技の説明 

 (1) フォトオリエンテーリングの楽しさやねらい 

 

 (2) 競技の方法  

   ・写真が地図上のどこから撮った写真なのかマップを参考にしながら探す。 

   ・見付かったらマップの記号（ひらがな）をチェックカードに記入する。 

   ・時間内にできるだけたくさん見付ける。 

   ・チェックカードに全ての解答を記入したら、ひらがなをつなげて暗号を解く。 

      ・時間までに戻って来ることができなかったときは、1 分につき 10 点減点。 

 

 (3) 注意事項 

   ・「この先進めません」の看板があったときは、別な道を探す。 

   ・ウルシ、ツタウルシに気を付け、遊歩道を歩く。 

     ※遊歩道以外の場所を通るとウルシに触れてしまうことがある。 

      ※実物で確認するとよい。 

   ・遊歩道の動植物を大切にして歩く。 

 

 (4) マップの使い方 

      ・まつかさのいえ、自然の家、乙宝寺等の位置を確認する。 

      ・森林が広がるはばたき営火場の裏や炊さん場の裏は、似た景色が続くため、     
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チェックポイントがないことを説明する。 

       

 (5) やくそく 

   ・必ずグループで行動する。分かれて行動しないこと。 

   ・体調を崩した時は本部に戻る。戻れないときは近くにいる引率者に相談する。 

   ・地図に示されている敷地外には出ない。 

 

２ グループで役割分担をし、チェックカードに必要事項を書く。 

 

３ グループで、回る順番などの作戦を立てる。 

 

４ グループの時計を本部の時計に合わせる。 

 

５ ゴールする時刻を確認する。 

 

６ 引率者が監視箇所につく。 

 

７ 全部のグループが同時スタートで活動を開始する。 

 

８ 終了後、採点・集計する。 

事 

後 

１ 表彰式 

２  用具の返却         

 

備 考 

 

 

１ 「まつかさのいえ」、「玄関前ポーチ（掲揚塔前）」等を本部とし、スタート・ゴール

にするとよいでしょう。 

２ わかりやすい写真を例にして、説明するとよいでしょう。 

３ 団体の実態に合わせて、制限時間を変えてもかまいません。 
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